
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
「
平
成
11
年
度
千
代
田
区
各
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
の
議
案
は
、
決
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

決
算
の
審
査
で
は
、
支
出
が
適
正
に
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
、

区
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
上
で
ど
の
よ
う
に
施
策
の
展
開
が

図
ら
れ
、
そ
の
予
算
執
行
は
適
切
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
、

十
分
な
成
果
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
、
を
中
心
に
行
い
ま
し

た
。９

月
26
日
に
、
平
成
11
年
度
決
算
全
体
に
関
す
る
基
本
的

な
質
疑
を
行
い
、
そ
の
後
各
常
任
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
所
管

す
る
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
を
依
頼
し
、
各
常
任
委
員
会
ご

と
に
分
割
し
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
常
任
委
員
会
で
の
分
割
調
査
の
報
告
を
受
け
、

10
月
５
・
６
日
と
10
日
に
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
総
括
質
疑
は
、「
西
神
田
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
、
マ
ン
シ

ョ
ン
修
繕
工
事
助
成
事
業
、
区
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
情
報
公
開
、
旧
鎌
倉
臨
海
学
園
、
定
住
人
口
対
策
、

区
民
に
わ
か
り
や
す
い
決
算
説
明
書
の
作
成
、
生
活
保
護
、

ご
み
減
量
の
様
々
な
問
題
、
弔
慰
金
の
支
出
、
大
手
町
・
丸

の
内
・
有
楽
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
つ
い

て
で
す
。

10
月
10
日
に
は
、
賛
成
、
反
対
の
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
意

見
発
表
を
行
っ
た
後
、
採
決
に
入
り
、「
平
成
11
年
度
千
代

田
区
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
の
議
案
は
、

賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

﹇
賛
成
の
意
見
﹈

①

審
議
の
過
程
で
、
防
災
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
問
題
点
を
議

会
か
ら
指
摘
す
る
事
項
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
別
途
、
旧
鎌

倉
臨
海
学
園
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
っ
た
が
、
予
算
の
執

行
は
、
全
体
と
し
て
了
承
で
き
る
も
の
と
し
て
、
認
定
す

る
。

②

平
成
11
年
度
は
地
方
分
権
、
介
護
保
険
を
翌
年
に
控

え
、
自
治
体
に
と
っ
て
大
事
な
年
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、

サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
む
姿
勢
が
問
わ
れ
た
と
考
え
る
。
そ

の
点
か
ら
、
昨
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
良

好
に
執
行
さ
れ
た
も
の
と
判
断
す
る
。
特
に
介
護
保
険
に

つ
い
て
は
、
地
域
に
出
向
い
て
多
く
の
説
明
会
を
実
施
し

た
。
そ
し
て
環
境
配
慮
指
針
の
策
定
等
、
評
価
で
き
る
も

の
で
あ
る
。

反
面
、
防
災
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
件
等
、
区
民
、
議
会
へ

の
説
明
を
欠
く
問
題
も
指
摘
さ
れ
た
。
災
害
時
の
情
報
収

集
と
伝
達
は
、
特
に
重
要
な
課
題
で
当
然
で
あ
る
が
、
そ

の
他
の
事
項
も
区
民
へ
の
説
明
責
任
を
確
実
に
果
た
し
て

い
く
よ
う
、
要
望
す
る
。

今
後
と
も
、
区
民
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
常
に
考

え
、
地
方
分
権
に
ふ
さ
わ
し
い
前
向
き
な
取
り
組
み
と
執

行
を
お
願
い
し
、
認
定
す
る
。

③

平
成
11
年
度
は
恒
久
的
減
税
や
景
気
の
低
迷
の
影
響
を

受
け
、
区
民
税
収
は
大
き
く
減
少
し
た
。
ま
た
、
地
方

消
費
税
交
付
金
も
消
費
の
動
向
か
ら
、
10
年
度
に
比
べ
、

減
収
と
な
っ
て
お
り
、
歳
入
の
先
行
き
に
明
る
い
見
通
し

は
も
て
な
い
状
況
で
、
区
財
政
は
厳
し
い
状
況
と
考
え
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
11
年
度
は
、
西
神
田

コ
ス
モ
ス
館
の
区
民
住
宅
等
の
開
設
、
箱
根
千
代
田
荘
の

開
設
等
、
住
宅
施
策
を
は
じ
め
区
民
福
祉
の
向
上
に
大
き

な
成
果
を
見
た
年
度
だ
っ
た
と
評
価
す
る
。

執
行
機
関
は
、
今
後
と
も
、
行
財
政
の
効
率
化
等
を
図

り
、
さ
ら
に
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
ゆ
ま
な
い
向
上
を
目
指

し
鋭
意
努
力
さ
れ
る
よ
う
に
要
望
し
、
認
定
す
る
。

④

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
特
別
区
民
税
が
恒
久
的
減
税
等
に

よ
り
、
前
年
比
22. 3
％
減
少
す
る
等
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
区
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
着
実
に
行
財
政
運
営
に
努

め
、
歳
入
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
も
の
と
評
価
す
る
。

一
方
、
施
策
の
選
択
は
、
区
民
の
福
祉
と
サ
ー
ビ
ス
の

た
め
援
助
す
る
も
の
と
、
区
民
の
自
助
努
力
を
支
援
す
る

も
の
と
の
明
確
な
差
異
が
見
受
け
ら
れ
な
い
施
策
も
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
財
政
状
況
に
鑑
み
、
行
財

政
効
率
化
推
進
大
綱
に
基
づ
き
、
着
実
に
推
進
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
、
認
定
す
る
。

﹇
反
対
の
意
見
﹈

①

論
議
の
過
程
で
、
西
神
田
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
機
能
が
不

備
で
あ
る
こ
と
を
議
会
に
対
し
、
故
意
に
報
告
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
最
近
、
国
内
で
防
災

無
線
の
重
要
性
が
問
わ
れ
る
災
害
が
起
き
て
い
る
。
幸
い

に
も
東
京
に
は
大
規
模
な
震
災
の
発
生
が
な
か
っ
た
も
の

の
、
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
。

区
民
の
安
全
の
た
め
の
施
設
に
対
し
、
区
予
算
を
投
入

し
て
い
な
が
ら
、
設
置
当
時
か
ら
不
備
で
あ
る
こ
と
を
議

会
で
明
ら
か
に
な
る
ま
で
、
放
置
し
て
い
た
こ
と
は
、
大

変
遺
憾
で
、
予
算
の
無
駄
遣
い
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
認
定

に
反
対
す
る
。

②

区
は
、
平
成
10
年
11
月
「
千
代
田
区
財
政
白
書
」
を
発

表
し
、
従
来
通
り
財
政
運
営
を
進
め
れ
ば
、
確
実
に
財
政

破
綻
を
来
す
と
の
認
識
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
た
状

況
を
回
避
す
る
た
め
、
区
は
区
民
に
対
し
、
財
政
状
況
を

含
め
た
説
明
責
任
を
果
た
し
、
区
民
の
区
政
へ
の
参
画
促

進
と
一
層
の
理
解
と
納
得
の
も
と
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
の
再

構
築
を
行
う
こ
と
を
明
言
し
た
。

平
成
11
年
度
予
算
及
び
そ
の
執
行
の
結
果
は
、
財
政
白

書
に
示
さ
れ
た
方
針
な
り
、
方
向
転
換
が
全
庁
挙
げ
て
ど

の
よ
う
に
実
践
さ
れ
、
検
証
さ
れ
て
き
た
か
が
問
わ
れ
る

興
味
深
い
年
度
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

財
政
白
書
に
よ
る
と
、
財
政
調
整
基
金
が
平
成
13
年
に

マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
現
実
に
は
施
設
維

持
管
理
経
費
節
減
等
区
の
主
体
的
努
力
等
に
よ
り
、
取
り

崩
し
を
回
避
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

し
か
し
、
一
方
で
、
危
機
管
理
体
制
の
不
備
、
区
の
公

有
財
産
処
分
に
係
る
不
透
明
性
の
問
題
、
さ
ら
に
は
定
住

人
口
回
復
に
関
す
る
施
策
の
効
果
の
検
証
が
十
分
に
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
等
、
施
策
の
再
評
価
、
再
構
築
へ
の
真

摯
な
努
力
が
不
足
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
認
定
に
反
対
す
る
。

③

1999
年
度
は
、
前
年
作
成
さ
れ
た
「
財
政
白
書
」
の
「
財

政
運
営
の
方
針
」
を
受
け
て
の
最
初
の
決
算
で
あ
る
。
そ

の
特
徴
の
一
つ
は
「
行
財
政
効
率
化
」
の
名
の
も
と
、
一

般
需
用
費
と
備
品
購
入
費
の
一
律
カ
ッ
ト
、
20
に
の
ぼ
る

事
務
事
業
の
見
直
し
等
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
本

来
、
行
財
政
効
率
化
と
は
無
駄
を
な
く
し
、
区
民
サ
ー
ビ

ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
、
区
が

進
め
た
「
行
財
政
効
率
化
」
は
「
マ
ン
シ
ョ
ン
修
繕
工
事

助
成
事
業
」
の
廃
止
と
「
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
修
繕
調
査
費

助
成
事
業
」
の
創
設
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
正
反
対
の
も

の
で
あ
る
こ
と
が
、
審
議
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、
大
手
町
・
丸
の
内
・
有
楽
町
地
区
再
開
発
に
見

ら
れ
る
、
国
際
都
市
づ
く
り
は
、
区
の
本
来
の
仕
事
と
は

無
縁
で
あ
り
、
規
制
す
る
立
場
に
あ
る
区
が
、
大
企
業
の

目
指
す
ま
ち
づ
く
り
へ
の
協
調
と
支
援
を
押
し
進
め
る
一

方
、
区
民
や
業
者
に
は
自
助
努
力
を
強
調
す
る
姿
は
、
逆

立
ち
し
た
区
政
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

区
民
本
意
の
区
政
の
出
発
点
は
、
区
民
へ
の
正
確
な
情

報
公
開
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
決
算
審
議
で

明
ら
か
に
な
っ
た
防
災
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
不
備
や
旧
鎌
倉

臨
海
学
園
を
め
ぐ
る
不
透
明
な
事
実
経
過
は
、
こ
の
出
発

点
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
本
決
算
に
は
、
公
共
住
宅
提
供
や
学
校
へ
の
空
調
設

備
の
計
画
的
設
定
の
開
始
、
共
通
商
品
券
発
行
事
業
へ
の

支
援
等
、
注
目
す
べ
き
成
果
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
全
体

と
し
て
、
以
上
の
理
由
に
よ
り
認
定
に
反
対
す
る
。

④

決
算
の
審
査
は
、
予
算
執
行
と
そ
こ
に
起
因
す
る
い
く

つ
か
の
問
題
点
が
露
呈
し
た
た
め
、
常
任
委
員
会
に
よ
っ

て
は
十
分
な
調
査
時
間
が
保
証
さ
れ
ず
、
決
算
特
別
委
員

会
で
も
各
委
員
は
相
当
質
疑
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
原
因

の
一
つ
で
あ
る
防
災
対
策
に
は
、
区
民
や
議
会
に
事
実
を

報
告
せ
ず
、
区
長
も
こ
の
件
を
十
分
承
知
し
て
い
な
い
事

実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、
旧
鎌
倉
臨
海
学
園
に
つ
い
て
も
、
区
民
の
常
識

で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
て
お
り
、
議
会
と
し

て
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
独
自
に
調
査
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
な
っ
た
。
旧
学
園
は
、
１
ヶ
月
前
に
常
任
委

員
会
で
問
題
と
な
り
、
理
事
者
に
対
し
経
過
等
を
含
め
た

正
し
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
に
と
要
請
し
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
責
任
者
は
職
責
を
果
た
さ
ず
、
や
む
を
得
ず

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

執
行
機
関
と
し
て
、
本
来
の
仕
事
を
遂
行
で
き
な
い
、

説
明
責
任
も
果
た
せ
な
い
等
の
問
題
が
、
共
通
し
て
お
り
、

そ
れ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
残
念
な
が

ら
区
長
は
、
危
機
的
な
状
況
を
認
識
し
て
い
な
い
。
こ
の

状
況
を
議
会
人
と
し
て
認
め
る
な
ら
ば
、
議
会
が
、
区
民

に
対
し
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、

認
定
に
反
対
す
る
。

「
平
成
11
年
度
千
代
田
区
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
」
の
議
案
は
、
最
終
日
に
開
か
れ
た
継
続
会
で
、

決
算
特
別
委
員
長
が
決
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
議
経
過

及
び
結
果
を
報
告
し
た
後
、
起
立
に
よ
る
採
決
が
行
わ
れ
、

賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
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委
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